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〔論文要旨〕
本研究では，前青年期の気質を測定する尺度である Early Adolescent Temperament Questionnaire-Revised 

（EATQ-R） の日本版を用いて，心理測定的特性を検討および親子の評定を比較検討することを目的に，小学５年
生（10歳）から中学３年生（15歳）の387の本人と保護者のペアデータを得た。児童・生徒の自己報告における13
の下位尺度に確証的因子分析を実施した結果，３因子構造（エフォートフル・コントロール，親和性，高潮性）が
認められた。各下位尺度の性差など，日本においても EATQ-R を用いた国外の先行研究とおおむね同様の結果が
得られた。また適用年齢の範囲において，13尺度のうち活動水準を除いて年齢の効果はなかった。親子の評定の比
較においては，各下位尺度の相関係数は .20～ .55の範囲にあり，児童・生徒本人と保護者の認識には，ずれがある
ことが示唆された。今後は，EATQ-R 日本版を用いて，国際比較研究や前青年期の気質の発達に関する詳細な検
討が行われ，前青年期のメンタルヘルスを支える，より効果的な支援法につながることが期待される。
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Ⅰ．問題と目的

前青年期は，第二次性徴に象徴される身体的発達と
第二次反抗期や社会的関係の構築などの精神的発達が
生じる劇的な転換期であり，発達的に重要であること
は古くから指摘されている1）。しかし，この時期に心
身ともに危機を迎える子どもたちへの支援方法や治療
方法の開発に必要な知見は十分に得られてきたとはい
えない2）。とりわけ，わが国における前青年期の不登
校者数や自殺者数の近年の状況を考慮すると3），そう
した知見の蓄積は喫緊の課題である。

前青年期についての科学的知見を蓄積していくため
に必要不可欠なのが，この時期まさに変化の只中に
ある子どもの状態を適切に捉える心理測定方法であ

る。そのうち，そうした子どもの状態を生物学的側
面および心理学的側面から捉える概念が，気質であ
る4）。これまで気質の概念をめぐっては，気質の反応
的・情動的側面に着目し，前青年期で抑うつなどの内
在化問題や非行などの外在化問題が顕在化する理由
が説明されてきた5）。しかし，気質のそうした受動的
な側面のみならず，能動的な側面にも着目したのが，
Rothbart らのグループである6）。彼らは，エフォート
フル・コントロール （Effortful Control） という気質
の自己制御の側面を強調し，前青年期を対象とした尺
度である Early Adolescent Temperament Question-
naire （EATQ）7），および，EATQ の測定精度を向
上させた Early Adolescent Temperament Question-
naire-Revised （EATQ-R） 8）を作成した。
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EATQ-R の対象年齢は９～15歳までであり，エ
フォートフル・コントロール，親和性 （Affiliative-
ness），高潮性 （Surgency），負の情動 （Negative Af-
fectivity） の４次元で気質を捉えることができる。こ
の４つの気質次元とそれぞれを構成する３つの下位尺
度を表１にまとめた。
１つ目の気質次元であるエフォートフル・コント

ロールは，内在化／外在化問題の抑制に関与し，青年
の肯定的側面の発達を支える重要な能力とされる9，10）。
２つ目の気質次元である親和性は，情緒的なつながり
を促す一連の行動を含む10）。前青年期における親和性
と内在化問題との関連については，特に抑うつとの関
連が指摘されており，前青年期の抑うつ症状の生起に
は親密な関係の破綻が引き金となっていることが報告
されている11）。残る２つの高潮性と負の情動は気質の
反応的・情動的側面であり，生物学的に規定されやす
い気質といえる12，13）。高潮性は，前青年期に顕在化す
るリスクテイキング行動や衝動的行動に関わることが
示されている14）。負の情動は，前青年期における内在
化／外在化問題と直接的に関わる気質の反応的・情動
的側面である。

EATQ-R の因子構造については，Ellis ら8）の気
質の４次元すなわち４因子構造に対し，オランダの
Muris ら15）の研究では３因子構造が示されているな
ど，統一した見解が得られていない。そのため，わが
国の青年を対象とした場合の因子構造についても検討
が必要である。

以上から本研究では，EATQ-R の日本版について，
適切な因子数構造を確証的因子分析によって検討し，
それによって前青年期の気質の国際比較が可能になる
と思われた。また，前青年期が対象であるため，その
妥当性検討のために本人の性的成熟度を考慮した。加
えて，Ellis ら８）の研究と同様に保護者にも報告を求
め，本人と保護者の評価の一致について彼らの結果と
の比較検討を行うことにした。したがって，本人用の
EATQ-R 日本版に加え，保護者用も作成し実施した。
なお，本研究は名古屋市立大学人間文化研究科研究倫
理審査委員会の承認を得た （No. 12002） 。

Ⅱ．方　　　法

１．EATQ-R 日本版の作成

EATQ-R は表１に示す10の気質尺度と２つの行動
尺度である抑うつ気分と攻撃性によって構成されてい

る。原著者の承諾を得たうえで筆者ら３人が邦訳し，
その後英語と日本語が堪能な別の１人が邦訳を英語に
再翻訳した。米国の気質研究者１人がバックトランス
レーションを確認した後，小中学生12人による予備調
査を行い，若干の語句の改変を行った。最終的に職業
翻訳家１人が，日本語訳が原項目を適切に反映してい
ることを確認した。

また，表１に示すように活動水準 （Activity Level） 
は，Ellis ら８）の原版では，気質次元の算出には使われ
ていない。しかし，Muris らの研究15）では気質次元を
構成する尺度として扱っているため，調査用紙には
活動水準の項目を加えた。さらに，Ellis らの研究8）で
は行動尺度とされている抑うつ気分と攻撃性は，Ellis
らの研究8）が EATQ-R の妥当性検討のために用いた
行動指標であり，調査用紙に入れ検討対象とした。

２．調査用紙

児童・生徒用と保護者用を作成した。児童・生徒用
は，表１の12尺度と活動水準尺度を入れた13尺度を翻
訳した EATQ-R 日本版103項目と身体発達・二次性
徴に関する質問５項目16）の計108項目からなる。さら
に，児童・生徒の生年月，性別，回答日を記入する欄
を設けた。保護者用は，表１の知覚的敏感性と弱い刺
激への快尺度を除いた10尺度62項目から構成される。
両尺度の項目は，観察者が他者について評定すること
が難しいため（例：ほかの人が気づかないようなちょっ
とした変化に気づくことが多い），Ellis らの研究8）と
同様に保護者用の質問紙には含めていない。

保護者用は，各ページの初めに「あなたのお子さん
は，」という文言を付け，各項目について，自身の子
どもについて答えることを明確にした。項目そのもの
は，本人用と同じである。また，自身の子どもの生年
月・性別と自身が回答した日を記入する欄を設けた。

回答は，「ほとんど当てはまらない（１点）」，「あま
り当てはまらない（２点）」，「どちらともいえない（３
点）」，「少し当てはまる（４点）」，「ほとんど当てはま
る（５点）」の５件法である。児童・生徒用，保護者
用とも選択肢は同じである。

児童・生徒用の身体発達・二次性徴に関する質問は，
「まだ起こっていない（１点）」，「今，起こっている（２
点）」，「すでに終わった（３点）」の３件法である。質
問は身長の伸び，声変わり，発毛，筋肉がついてきた
こと，精通（以上，男子用）と，身長の伸び，胸のふ
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くらみ，発毛，皮下脂肪がついてきたこと，初潮（以上，
女子用）である。ただし，精通と初潮は「まだない（１
点）」，「あった（３点）」の２件法である。上長16）に
ならい，以上５項目の合計を性的成熟の程度の指標
とした。

３．手続きと研究対象者

ⅰ．手続き

2012年10月末に，依頼書，無記名自記式質問票と長
３茶封筒（児童・生徒用と保護者用），角２返信用封
筒を１セットとしたものを，クラス担任をとおして児
童・生徒（全対象予定者数1,923人）に配布した。依
頼書には，調査結果は今回の研究目的以外に用いられ
ることはなく，公表に際しては統計的に処理され個人

が同定されることはないこと，同意しない，あるいは
同意を取り消すなどによって，不利益を被ることはな
いこと，回答をもって研究参加の同意を得たものとみ
なすことを記した。児童・生徒，保護者ともに，自宅
で回答しそれぞれ茶封筒に入れ，これら２つを返信用
封筒で直接郵送するよう依頼した。回答するうえでの
注意に，児童・生徒には家の人と相談しないよう，保
護者には自分自身の感覚で答えるよう記載した。回収
率は23%（有効回答は85.5%）であった。
ⅱ．研究対象者

東海地区の小学校５校（名古屋市４校，西三河１校），
中学校３校（名古屋市２校，岐阜県１校）の小学５年
生から中学３年生の児童・生徒と保護者の387組であっ
た。年齢範囲は10～15歳で各年齢の男女別の人数は年

表１　 Ellis らによる，EATQ-R における，気質次元とそれを構成する気質の下位尺度とその定義
気質下位尺度 気質の定義 項目数 備考

　　　エフォートフル・コントロール （Effortful Control）
行動始発の制御

（Activation Control）
やりたくないことや苦手なことにも，がんばって取り組むことが
できる。 8 15）

注意の制御
（Attention）

一つのことに集中でき，また必要なときにはあることからほかの
ことへ注意や関心を移すことができる。 7 15）

行動抑制の制御
（Inhibitory Control） 計画をたてたり，ふさわしくない行動を抑えることができる。 11 15）

親和性 （Affiliativeness）
親和

（Affiliation）
恥ずかしがりであったり外向的であったりということとは関係な
く，ほかの人と暖かく親しい間柄でいたいと思っている。 8 15）

知覚的敏感性
（Perceptual Sensitivity） 周りのわずかな，弱い刺激にも過敏に反応する。 6 15）

弱い刺激への快
（Pleasure Sensitivity）

穏やかで，ゆったりした，単純で，ありふれた単調な活動や刺激
に対して喜びを感じる。 7 15）

高潮性 （Surgency）
強い刺激への快

（High-intensity Pleasure） スリルや危険を伴うこと，あるいは目新しいことがとても楽しい。 11 15）

恐れ
（Fear）

悲しいことや苦しいことを考えて不快になったり，心配したり緊
張したりする。 6 15）

内気さ
（Shyness）

特に人づき合いがかかわる新しい場面や困難な課題でひっこみが
ちになる。 7 15）

負の情動 （Negative Affectivity）
欲求不満

（Frustration）
やっていることをじゃまされたり，目的を妨害されたときに，不
機嫌になる。 11 15）

抑うつ気分
（Depressive Mood）

気分が沈みがちになり，何をやるにも興味がなくなって楽しめな
くなった感じをもっている。 6

攻撃性
（Aggression）

物や人に対する暴力行為，直接あるいは間接的な非難や，冷淡な
反応などを含む，攻撃的で敵意のある行動をしがちである。 9

Ellis らが気質次元には利用しなかった尺度
活動水準

（Activity Level） 高度で激しい体を使った活動を必要とすることに参加する。 6 15）

太字で書かれているものが気質次元を表す。
備考に Muris らが気質の尺度として扱ったものに文献番号を示した。
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齢順に５：17（女：男），38：40，33：45，41：39，
45：28，28：19，不明が４：５であった。年齢が不明
の９人に関しては，年齢と関連する相関の算出では削
除したが，それ以外の分析では削除しなかった。

４．解析方法

分析には統計解析ソフト R （ver.3.6.4） を使用した。
EATQ-R の13の尺度を構成する項目の加算平均を，
それぞれの尺度の得点とした。
ⅰ．因子分析

EATQ-R 日本版の因子の構造について，まず因
子数を探索的に検討した。抑うつ気分と攻撃性は，
Ellis ら8）が EATQ の妥当性検討のために用いた行動
指標であるため，気質因子を探るための因子分析の
対象からは外した15）。その結果，残りの10尺度と，
Muris らの研究15）では気質として扱っている活動水準
を分析対象とした。なお，検討の対象は児童・生徒
の得点であった。児童・生徒の上記の尺度の相関行列
の固有値を求めたところ，その減衰状況（大きい順に
４つの固有値は2.59，1.88，1.69，1.00）から，３因子
まで採用するのが適切と考えた（３因子で累積寄与率
は55.9%）。そこで，Muris ら15）の３因子構造をモデル
とし，確証的因子分析を実施した。
ⅱ．信頼性および児童・生徒と保護者の評定の一致度

EATQ-R 日本版の信頼性を検討するため，児童・
生徒と保護者ごとに各尺度の Cronbach のα係数を求
めた。また児童・生徒と保護者の評定の一致度を検討
するため，児童・生徒の各下位尺度の得点と保護者の
得点との相関を求めた。
ⅲ．重回帰分析

Ellis ら８）の EATQ-R は９～15歳をその適用範囲と
しており，彼らと同様に年齢による尺度得点の変化を
検討し，さらに性差についても検討した。そのために，
それぞれの尺度得点を従属変数とし，年齢，性，性的
成熟度の主効果と，それぞれの組み合わせの一次の交
互作用（例えば，年齢×性）を独立変数とした重回帰
分析を行った。変数の投入順は，年齢，性，性的成熟
度の主効果を投入，その後，一次の交互作用を一つず
つ投入し，それぞれの交互作用が有意かどうか，主効
果のみの説明率 （R2） と当該の一次の交互作用をさら
に投入したときの説明率の差分が有意になったかどう
かで検討した。この際，年齢と性的成熟は中心化して
分析に投入した。なお，それぞれの変数の VIF は２

～５の範囲にあり，共線性に関しては問題がなかった。
また今回採用する３因子構造における，エフォート

フル・コントロール：行動始発の制御，注意，行動抑
制の制御，欲求不満の加算平均，ただし欲求不満は反
転して加算，親和性：親和，知覚的敏感性，弱い刺激
への快，恐れの加算平均，保護者については親和と恐
れの加算平均，高潮性：活動水準，強い刺激への快，
恐れ，内気さの加算平均，ただし，恐れと内気さは反
転して加算，の３つの気質次元を，児童・生徒の自己
報告と保護者の報告別に算出した。そして３つの気質
次元についても，尺度ごとに行ったのと同様の重回帰
分析を実施した。

Ⅲ．結　　　果

表２に，各尺度の平均と標準偏差を性別，評定者別
に示す。なお対象者について，性的成熟の程度すなわ
ち性的成熟度と年齢の相関は，女子で .62 （n＝190），
男子で .70 （n＝188） であり，年齢とともに性的成熟
度が高くなった。

１．確証的因子分析

児童・生徒の尺度得点について行った確証的因子
分析の結果を表３に示した。適合度は AGFI＝ .835， 
GFI＝ .895，CFI＝ .796，RMSEA＝ .108 であり，そ
れぞれの尺度が測定している気質の内容を考えると，
Muris ら15）の因子構造をおおむね再現していると考え
た。そこで以後，エフォートフル・コントロール，親
和性，高潮性の３つの気質次元構造として検討した。
ただし，エフォートフル・コントロールの気質次元得
点を算出するうえでは，恐れの尺度は因子負荷量が低
いので含めなかった。

２．信頼性および児童・生徒と保護者の評定の一致度

表４に，各尺度の信頼性（Cronbach のα）を児童・
生徒と保護者ごとに示す。児童・生徒では，知覚的敏
感性が .55と低く，保護者では，恐れ （.53） と行動抑
制の制御 （.56） が低かったが，そのほかは，.60より大
きかった。これらの値は必ずしも高いとはいえないが，
Ellis らの研究8）や Muris らの研究15）で得られた信頼性
とほぼ同じ水準の値であった。

また，表４に児童・生徒の自己報告による得点と保
護者による他者評価による得点との相関を示す。この
相関は .20～ .55の範囲にあり，最も多いのが .30台で
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あることを考えると，両者の認識には，ずれがあるこ
とが示唆される。さらに，男女それぞれに同様の相関
を求めたが，相関の差の検定の結果，いずれの尺度に
おいても相関係数に性による有意な違いはなかった。
さらに，10～12歳と13～15歳の２つの年齢群に分けて，
同様の相関を求め，相関の差の検定として Z 検定を
したが，いずれの尺度とも有意な相関係数の違いはな
かった。

３．重回帰分析

児童・生徒と保護者それぞれについて，各下位
尺度の得点を従属変数とした重回帰分析を行った

（表４）17）。年齢（Age），性（Gender），性的成熟度
（Puberty）の偏回帰係数と有意になった交互作用の
みの偏回帰係数を示した。上記手順で有意になった交
互作用は，児童・生徒の自己報告における親和の性と
年齢の交互作用だけであった。この際の説明率は，主
効果のみで .032で，性と年齢の交互作用を入れたとき
が .045であり，その増分 .013は５% 水準で有意となっ
た［F（1, 367）＝ 5.05］。

活動水準を除くどの尺度においても年齢の偏回帰係
数は有意でなく，年齢の効果は児童・生徒の自己報告
では活動水準のみ有意であった。保護者の評価では行
動抑制の制御と恐れにおいて年齢の偏回帰係数が有意
であり，年齢が上がると行動抑制の制御は上昇し，恐
れは下降していた。一方，性差に関しては，児童・生
徒の自己報告と保護者の評価ともに多くの尺度で偏回

帰係数は有意であった（表４）。なお，性の偏回帰係
数が負の場合，女子の得点が高いことを示す。

次に３つの気質次元についても，尺度ごとに行った
のと同様の重回帰分析を実施した（表５）。児童・生
徒では，親和性と高潮性で性の偏回帰係数のみ有意で
あった（順に，β＝－ .26，p＜ .001，adj.R2＝ .071， 
Claudy-3＝ .068；β＝ .19，p ＜ .01， adj.R2＝ .021，
Claudy-3＝ .021）。親和性では女子の方が高く，高潮
性では男子の方が高かった。保護者に関しては，エ
フォートフル・コントロール，親和性，高潮性のす
べてに性の主効果があり（順に，β＝－ .20，p＜ .001，
adj.R2＝ .033，Claudy-3＝ .033；β＝－ .19，p＜ .001，
adj.R2＝ .079，Claudy-3 ＝ .079；β＝ .15，p＜ .01，
adj.R2 ＝ .013，Claudy-3 ＝ .013），女子の方がエフォー
トフル・コントロールと親和性が高かった。高潮性
に関しては男子の方が高かった。そのほかの変数に
ついての効果はなかった。

Ⅳ．考　　　察

EATQ-R 日本版の各尺度の信頼性（α係数）は，
親和性の知覚的敏感性以外は，Ellis らの研究8）とおお
むね同様の結果が得られた。また，ベルギーとオラン
ダの青年を対象にした Muris らの研究15）では，本研究
の結果と同様に知覚的敏感性のα係数は，ほかの尺度
に比較して低かった。そのほかの尺度については，今
回の研究とほぼ同様の値となっている（表４）。一方，
同じく知覚的敏感性尺度を持つ Japanese Revised In-

表２　各気質尺度の児童・生徒 （Children） と保護者 （Caregiver） の評定の性別平均 （SD）
Children Caregiver

female male female male
尺度 n=194 n=193 n=194 n=193

行動始発の制御（Activation Control） 3.27（0.70） 3.27（0.60） 3.27（0.83） 2.93（0.84）
注意の制御（Attention） 3.00（0.68） 3.00（0.63） 3.36（0.69） 3.10（0.78）
行動抑制の制御（Inhibitory Control） 3.21（0.56） 3.08（0.58） 3.62（0.64） 3.42（0.73）
親和（Affiliation） 3.54（0.62） 3.35（0.55） 3.66（0.61） 3.59（0.59）
知覚的敏感性（Perceptual Sensitivity） 3.52（0.69） 3.34（0.65）
弱い刺激への快 （Pleasure Sensitivity） 3.29（0.78） 3.00（0.80）
強い刺激への快（High-intensity Pleasure） 3.18（0.67） 3.30（0.62） 2.89（0.67） 3.01（0.62）
恐れ（Fear） 3.28（0.80） 3.01（0.77） 2.88（0.63） 2.72（0.67）
内気さ（Shyness） 3.16（0.83） 3.15（0.78） 3.18（0.95） 3.06（0.92）
欲求不満（Frustration） 3.23（0.64） 3.22（0.66） 2.98（0.66） 2.94（0.71）
抑うつ気分（Depressive Mood） 2.86（0.78） 2.59（0.72） 2.55（0.65） 2.32（0.67）
攻撃性（Aggression） 2.79（0.65） 2.84（0.62） 2.42（0.64） 2.65（0.81）
活動水準（Activity Level） 3.05（0.88） 3.35（0.83）
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fant Behavior Questionnaire（IBQ-R 日本版）と Jap-
anese Early Childhood Behavior Questionnaire（ECBQ
日本版）におけるこの尺度のα係数は，順に .8218），.8119）

と報告されている。IBQ-R は３～12ゕ月の乳児が適
用対象であり，ECBQ は18～36ゕ月児を対象として
いる。EATQ-R の対象年齢より低い年齢での信頼性
は十分であることから，今回の研究で得られた信頼性
の低さには対象が前青年期であることが関連している
可能性が考えられる。知覚的敏感性は，単に物理的強
度の弱い刺激に敏感であるだけでなく，社会情動的な
刺激にも敏感に反応することを示唆する20）。前青年期
にはとくに複雑な表情刺激に敏感になっていくことが
報告されており21，22），この尺度に社会的な刺激と物理
的な刺激に対する質問項目が混在することが，その
α係数の低さにつながる可能性がある。一方，IBQ-R
や ECBQ が保護者による乳幼児の行動の評定であり，
EATQ-R では児童・生徒が自己評定している点にも
留意する必要がある。Muris ら15）の結果から見ても，
日本固有の問題ともいえないため，この点については
今後さらなる検討が必要である。

また，日本版 EATQ-R の因子構造は，Muris ら15）

の結果と同じく，エフォートフル・コントロール，親
和性，高潮性の３つの気質次元構造が適切であった。
EATQ-R日本版の尺度から算出されるエフォートフル・
コントロール，親和性，高潮性の３つの気質次元への年
齢，性，性的成熟度の影響は，以下のようであった。

児童・生徒の自己報告では，親和性は女子が高く，

高潮性は男子の方が高いという先行研究8，15）と同様の
性差がみられた。思春期において女子の方が男子より
も親和性が高いことについては，女性ホルモンである
エストロゲンによって活性化する生物学的な養育シス
テムの発達が背景にあると考えられる23，24）。高潮性は，
リスクテイキング行動や衝動的行動を促進する気質で
あるが，こうした行動は男性ホルモンであるテストス
テロンと密接に関わり25），高潮性は男子の方が女子よ
りも高いことが推測される。

次に，保護者の評定と児童・生徒本人の自己報告と
のずれについて考察する。児童・生徒と保護者の間の
評定値の相関を求めたところ（表４），強い刺激への快，
内気さなど高潮性の下位尺度において中程度の相関が
認められた。一方，欲求不満や抑うつ気分などの下位
尺度において親子間で評定のずれが大きかった。この
結果は，Ellis10）や Muris ら15）の結果と同様であった。
背景には，それぞれの気質によって促される行動の顕
在化のしやすさ（観察のしやすさ）が影響していると
考えられる。たとえば高潮性は，リスクテイキング行
動や衝動的行動の生起と関連することに加え，パーソ
ナリティ特性の中でも外向性と関連性が強い26）ことな
どから，親子間の評定のずれが比較的小さいと考えら
れる。一方，抑うつ気分などは，子どもの行動に表れ
にくく周囲から気づかれにくいため27），親子間の評定
のずれが比較的大きいと考えられる。また攻撃性に関
しては，暴力のように行動化されれば観察されやすい
が，敵意のような攻撃性は観察されにくいことや28），

表３　児童・生徒の尺度得点の確証的因子分析

尺度 エフォートフル・コントロール
（Effortful Control）

親和性
（Affiliativeness）

高潮性
（Surgency）

行動始発の制御（Activation Control） .69
注意の制御（Attention） .76
行動抑制の制御（Inhibitory Control） .73
欲求不満（Frustration） － .33
恐れ（Fear） .66 － .74
親和（Affiliation） .58
弱い刺激への快 （Pleasure Sensitivity） .59
知覚的敏感性（Perceptual Sensitivity） .42
強い刺激への快（High-intensity Pleasure） .73
活動水準（Activity Level） .48
内気さ（Shyness） － .48

各因子間の相関（Correlations between factors）

エフォートフル・コントロール
（Effortful Control） .17 .25

親和性
（Affiliativeness） .34

AGFI = .835, GFI = .895, CFI = .796, RMSEA = .108

Presented by Medical*Online



　第79巻　第６号，2020 551　
表
４
　

EA
T
Q
-R

の
13

尺
度

に
お

け
る

Cr
on

ba
ch

の
α

係
数

と
児

童
・

生
徒

（
Ch

ild
re

n）
の

自
己

報
告

と
保

護
者

（
Ca

re
gi
ve

r）
の

報
告

と
の

間
の

相
関

係
数

お
よ

び
，

重
回

帰
分

析
の

結
果

β

Cr
on

ba
ch

の
α

係
数

 C
hi
ld
re

n
Ca

re
gi
ve

r

尺
度

Ch
ild

re
n

Ca
re

gi
ve

r
ra

）
年

齢
（

A
ge

）
性

（
Ge

nd
er

）
性

的
成

熟
度

（
Pu

be
rty

）
Gx

A
b）

R
2

Es
c）

年
齢

（
A
ge

）
性

（
Ge

nd
er

）
性

的
成

熟
度

（
Pu

be
rty

）
R

2
Es

c）

行
動

始
発

の
制

御
.67

.84
.49

－
.07

－
.24

**
－

.08
－

.03
2

.03
2

.01
－

.44
－

.04
.05

6
.05

6
（

A
ct
iv
at
io
n 

Co
nt

ro
l）

注
意

の
制

御
.76

.75
.36

.02
－

.07
.13

－
.00

7
.00

7
.05

－
.25

.01
.03

5
.03

5
（

A
tt
en

tio
n）

行
動

抑
制

の
制

御
.67

.56
.35

.02
－

.10
.03

－
.00

9
.00

9
.07

*
－

.20
**

－
.07

.02
9

.02
9

（
In

hi
bi
to
ry

 C
on

tr
ol
）

親
和

.66
.65

.34
－

.01
－

.17
**

.11
－

.09
*

.03
5

.03
5

－
.03

－
.14

*
－

.14
.02

6
.02

6
（

A
ffi
lia

tio
n）

知
覚

的
敏

感
性

.55
.01

－
.21

.01
－

.01
7

.01
8

（
Pe

rc
ep

tu
al
 S

en
sit

iv
ity

）
弱

い
刺

激
へ

の
快

.76
－

.01
－

.31
***

－
.02

－
.02

7
.02

7
（

Pl
ea

su
re

 S
en

sit
iv
ity

）
強

い
刺

激
へ

の
快

.66
.70

.55
－

.00
－

.16
*

.09
－

.00
5

.00
6

－
.00

.10
－

.04
.00

1
.00

1
（

H
ig
h-

in
te
ns

ity
 P

le
as

ur
e）

恐
れ

.61
.53

.45
－

.09
－

.34
***

－
.07

－
.06

0
.06

1
－

.08
*

－
.24

***
－

.10
.06

0
.05

9
（

Fe
ar

）
内

気
さ

.76
.86

.52
.01

－
.02

－
.01

－
.00

8
.00

8
－

.01
－

.10
.14

.00
2

.00
2

（
Sh

yn
es

s）
欲

求
不

満
.68

.71
.20

－
.01

－
.07

－
.09

－
.00

0
.00

0
－

.01
－

.09
－

.06
.00

3
.00

3
（

Fr
us

tr
at
io
n）

抑
う

つ
気

分
.72

.63
.32

.07
－

.21
*

.17
－

.07
7

.07
8

.04
－

.23
**

－
.02

.03
1

.03
1

（
D
ep

re
ss

iv
e 
M

oo
d）

攻
撃

性
.76

.76
.38

－
.02

.00
－

.03
－

.00
4

.00
4

－
.02

.20
*

.01
.01

2
（

A
gg

re
ss

io
n）

活
動

水
準

.78
－

.10
*

－
.23

*
－

.08
－

.06
0

.06
1

（
A
ct
iv
ity

 L
ev

el
）

a）
Co

rr
el
at
io
n 

be
tw

ee
n 

ch
ild

re
n’
s 
an

d 
ca

re
gi
ve

rs
’ 
ra

tin
gs

，
b）
In

te
ra

ct
io
n 

eff
ec

t b
et
w
ee

n 
ge

nd
er

 a
nd

 a
ge

，
c）
Es

（
効

果
量

）：
Cl

au
dy

-3
17

） ，
R

2 ：
A
dj
us

te
d 

R
2 ，

*：
p<

.05
，

**：
p<

.01
，

***
：

p<
 .0

01

Presented by Medical*Online



　552  小 児 保 健 研 究　

攻撃行動は学校内など，家庭外でも生じることを考慮
すると，その評定において親子間でずれが生じると考
えられる。とりわけ自立性が高まる思春期では，親と
過ごす時間が減り，友人と過ごす時間が増えることに
より29），親が子どもの気質の発達を捉えきることが思
春期以前に比べて難しくなることも，親子の評定が乖
離する一因といえるだろう。

本研究の限界点としては，第一に，サンプルサイズ
が尺度作成において必ずしも十分ではないことが挙げ
られる。そのため，日本における一般化可能性や因子
構造についてはまだ検討の余地があるといえる。この
点については，今後サンプルサイズを増やしたうえで
さらなる検討が必要である。第二に，EATQ-R 日本
版の妥当性については検討ができていない。したがっ
て，日本における前青年期を対象とした気質に関わる
既存の尺度とどのように関連するかなど，多面的に妥
当性を検討する必要があるだろう。最後に，本研究で
は保護者の属性として父，母あるいはそれ以外の保護
者の区別をしなかったため，親子間評定を論ずるうえ
で限界がある。今後は保護者の属性に注目し，さらに
詳細な検討を加えることができよう。

本研究では，EATQ-R の日本版を作成し，原著
者8）と同様な検討を行ったところ，ベルギーとオラ
ンダの青年を対象とした研究15）と同様の結果が得ら
れた。さらに，児童・生徒による自己報告の結果は，
EATQ-R の適用年齢である10～15歳の間の年齢によ
る平均値の間に違いがないことを明らかにした。言葉
を替えれば，EATQ-R の各尺度の得点の違い，つま
り得点の変動は，年齢によるものではなく，個人の特
性の違い，すなわち個人差によるところが大きいとい
える。これらのことは，平均値の違いに基づいた年齢
別の基準を考える必要はなく，EATQ-R の適用年齢の

範囲が適切であることを示している。現在，EATQ-R
を用いた研究は世界中で進められている30，31）。今後
は，本研究の結果も踏まえ，EATQ-R 日本版を用い
て国際比較研究を行う必要があるだろう。さらに，
EATQ-R 日本版を用いて，各気質が，どのような発
達的軌跡をたどるか，また，前青年期のどのような心
理的・行動的側面と関連するかなど，前青年期の気質
に関する詳細な検討を行うことにより，前青年期にお
ける子どもたちの行動へのより深い理解や，彼らのメ
ンタルヘルスを支える，より効果的な支援法につなが
ることが期待される。
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〔Summary〕
The psychometric properties of a Japanese version 

of the Early Adolescent Temperament Questionnaire-

Revised （EATQ-R） were examined，and agreement 

between children’s and caregivers’ratings was 

investigated．Paired data were obtained from 387 

children and adolescents aged 10-15 and their caregivers．

Confirmatory factor analysis of the children’s and 

adolescents’self-ratings on EATQ-R revealed a 

structure of three factors（Effortful Control，Surgency，

Affiliativeness） that roughly reflected the structure 

obtained by Muris and Meesters （2009）．A gender 

difference was roughly consistent with previous studies．

A main effect of age was not significant in this age 

group except for Activity level out of 13 subscales．

Correlations between children’s and caregivers’ ratings 

ranged from .20 to .55，indicating that caregiver-

child agreement was low．Further studies using a 

Japanese version of EATQ-R will explore development 

of temperament in adolescence and provide effective 

interventions for adolescents struggling with mental 

health issues．
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